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施
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日
(
月
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晴
の

ち
曇

り
 

◇
参

加
者

；
梶

野
照

雄
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１
名

。
 

 

６
月

２
日

に
予

定
し

て
い

た
釈

迦
ヶ

岳
の

荷
揚

げ
作

業
が

降
雨

の
た

め
中

止
に

な
っ

た
。
深

仙
宿

避
難

小
屋

の
外

壁
ト

タ
ン

塗
装

も
延

期
に

な
っ

た
が

、

こ
れ

か
ら

梅
雨

の
時

期
に

な
り

、
い

つ
塗

装
が

で
き

る
か

わ
か

ら
な

い
。
 

塗
料

や
ロ

ー
ラ

ー
な

ど
の

必
要

材
料

は
全

て
揃

っ
て

い
る

の
で

、
い

つ
で

も
作

業
が

で
き

る
よ

う
に

深
仙

宿
ま

で
荷

揚
げ

し
た

。
加

え
て

、
昨

年
の

大

日
岳

で
の

補
修

作
業

後
に

、
余

っ
た

セ
メ

ン
ト

量
( 灌

頂
堂

内
) を

確
認

し
た

。
 

 
 

 
 

 

本
日

の
荷

揚
げ

品
 

 
 

荷
揚

げ
資

材
が

空
の

コ
ン

テ
ナ

 
協

力
依

頼
看

板
も

撤
去
 

 

今
日

は
深

仙
宿

ま
で

の
往

復
だ

け
な

の
で

、
朝

９
時

過
ぎ

に
家

を
出

る
。

五
條

市
の

イ
オ

ン
で

昼
食

と
お

茶
、

そ
れ

に
ア

メ
リ

カ
ン

チ
ェ

リ
ー

の
３

点

を
買

っ
て

登
山

口
に

向
か

い
、

１
１

時
５

５
分

登
山

口
着

。
 

１
０

台
ほ

ど
が

停
ま

っ
て

い
る

。
モ

ン
ベ

ル
の

バ
ン

が
停

ま
っ

て
い

る
の

で
、

１
０

人
を

超
え

る
ツ

ア
ー

が
あ

る
よ

う
だ

。
 

１
０

分
で

昼
食

を
済

ま
せ

、
空

に
な

っ
た

砂
・

バ
ラ

ス
の

コ
ン

テ
ナ

を
横

に

寄
せ

て
、

協
力

依
頼

の
看

板
も

撤
去

す
る

。
 

４
０

分
弱

で
旧

道
の

分
岐

に
着

く
。

３
０

日
に

切
り

落
と

し
て

ベ
ン

チ
代

わ
り

に
横

に
置

い
た

木
の

位
置

が
変

わ
っ

て
い

た
。

ま
た

、
重

く
て

動
か

せ

な
か

っ
た

太
い

幹
が

、
引

っ
掛

か
っ

て
い

た
木

か
ら

外
さ

れ
て

い
た

。
 

 
 

 
 

 

位
置

が
変

わ
っ

て
い

た
ベ

ン
チ

代
わ

り
の

木
 

 
 

 
 

３
０

日
の

切
除

状
況
 

 

こ
の

木
を

動
か

す
に

は
最

低
で

も
３

人
は

必
要

だ
。

普
通

の
登

山
者

は
こ

れ
を

動
か

そ
う

と
は

思
わ

な
い

だ
ろ

う
。

３
０

日
に

浅
井

證
善

師
の

グ
ル

ー

プ
( １

６
名

位
) が

登
拝

さ
れ

て
い

た
の

で
、

彼
ら

が
動

か
し

て
く

れ
た

も
の

と
推

測
。

太
い

幹
の

部
分

は
、

後
日

３
つ

に
切

っ
て

動
か

し
た

い
と

思
う

。
 

古
田

の
森

で
休

憩
し

千
丈

平
は

通
過

し
た

。
 

千
丈

平
か

ら
下

り
始

め
る

と
少

し
下

を
行

者
装

束
の

３
名

が
登

っ
て

来
る

が
見

え
た

。
内

２
名

は
背

負
子

を
背

負
っ

て
い

る
が

、
荷

物
は

小
さ

い
。

帰

宅
し

て
ネ

ッ
ト

で
見

る
と

、
千

丈
平

で
休

憩
中

の
３

名
の

写
真

が
あ

り
、

背

負
子

に
は

荷
物

が
括

ら
れ

て
い

た
の

で
、

深
仙

宿
ま

で
何

か
を

荷
揚

げ
し

た

も
の

と
思

わ
れ

る
。
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花
が

殆
ど

無
い

 
 

 
 

こ
こ

だ
け

少
し

咲
い

て
い

た
 

 
 

 
深

仙
宿

到
着
 

 

深
仙

宿
に

下
る

途
中

は
、

５
月

に
は
ゴ
ヨ
ウ

ツ
ツ
ジ

、
６

月
に

は
シ

ロ
ヤ

シ
オ

が
咲

き
乱

れ
る

の
だ

が
、

今
年

は
殆

ど
咲

い
て

い
な

い
。
花
芽

が
あ

る

か
探

し
た

が
、

新
芽

は
葉

だ
け

で
花
芽

は
確

認
で

き
な

か
っ

た
。
 

深
仙

宿
に
到

着
し

塗
料

や
ロ

ー
ラ

ー
な

ど
を

灌
頂

堂
内

に
デ
ポ

。
コ

ン
テ

ナ
を
開

け
て

セ
メ

ン
ト

の
残

量
を
調
査

し
た

。
 

コ
ン

テ
ナ

は
セ

メ
ン

ト
が
一
杯

で
、
３

０
㎏

を
少

し
超

え
て

い
る

よ
う

だ
。
 

他
に

も
ビ
ニ

ー
ル
袋

の
中

に
３
袋

。
一
斗
缶

は
テ

ー
プ

で
シ

ー
ル

さ
れ

て
い

た
の

で
開

け
な

か
っ

た
が

、
こ

の
中

も
セ

メ
ン

ト
だ

と
す

る
と
総

量
は

６
０

㎏
を
越

え
る

と
思

わ
れ

る
。
一

人
１

０
㎏

を
担

い
で

も
最

低
６

人
が

必
要

に

な
る

、
 

登
山

口
か

ら
の

セ
メ

ン
ト

荷
揚

げ
量

は
、

深
仙

宿
灌

頂
堂

内
デ
ポ

の
分

を

差
し

引
い

た
量

で
計
画

す
べ

き
だ

。
 

セ
メ

ン
ト
残
存

量
の
調
査

を
終

え
深

仙
宿

避
難

小
屋

を
見

に
行

く
。

き
れ

い
に
掃
除

さ
れ

て
い

た
。
 

Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明

５
個

の
中

の
３
個

に
一

部
点
灯

し
て

い
な

い
物

が
あ

っ
た

。

次
回

に
交
換

の
予

定
。
 

 

 
 

 
 

 
 
 

塗
料

等
は

お
堂

内
に

デ
ポ

 
 

コ
ン

テ
ナ

満
杯

の
セ

メ
ン

ト
 

 
ビ

ニ
ー

ル
袋

に
も
 

 
 

 
 

 

一
斗

缶
の

中
は

不
明

 
 

 
 

ガ
ス

が
出

て
き

た
 

 
 

 
 

深
仙

宿
を

離
れ

る
 

 約
２

０
分

の
滞
在

で
深

仙
宿

を
後

に
す

る
。
 

１
４

時
頃

か
ら
ガ

ス
が

か
か

り
だ

し
、

釈
迦
ケ

岳
や

大
日

岳
の
姿

は
見

る

こ
と

が
出

来
な

か
っ

た
。
シ

ロ
ヤ
シ

オ
は

全
く
咲

い
て

い
な

か
っ

た
が

、
バ

イ
ケ

イ
ソ
ウ

は
葉

を
大

き
く
広

げ
始

め
て

い
る

。
相

変
わ

ら
ず
鹿

の
群

れ
が

多
い

。
今

年
生

ま
れ

た
と

思
わ

れ
る
若

い
オ

ス
は
好
奇
心

が
旺
盛

な
の

か
、
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一
度
逃

げ
て
再
び
戻

っ
て

く
る

。
メ

ス
鹿

は
す

ぐ
に
逃

げ
て

し
ま

う
の

だ
が

。
 

 
 

 
 

 

 古
田

の
森

と
旧

道
の

分
岐

で
小

休
止

し
、

２
時
間

１
５

分
で

登
山

口
に
戻

っ
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

1
1
:
5
5
太
尾

登
山

口
1
2
:
2
0
→
1
3
:
3
7
古

田
の

森
→
1
4
:
1
6
千

丈
平
→
1
4
:
4
5

深
仙

宿
1
5
:
0
5
→
1
5
:
4
5
千

丈
平
→
1
6
:
1
3
古

田
の

森
→
1
7
:
2
0
太
尾

登
山

口
。
 

( 記
；

梶
野
) 


